
            ２０２１年度「学校自己点検・評価」 

 

２０２１年度「東京三友国際学院」の学校自己点検・評価を実施し、その結果を以下に示す。 

 

実 施 日：２０２２年 3 月 31 日（木） 

実 施 者：設置代表者、校長、主任教員 

実施結果：以下の通り 

 

評価については下記の基準に従う。 

A:達成している。 

B:ほぼ達成しているが、一部不十分なところがある。 

C:どちらともいえない。 

D:不十分なので改善等を継続している。 

 

（１） 教育理念・目標 

 

   1-1 本学の設立趣旨・理念 

『日本語を使って国際的に高度人材として活躍を希望する外国人の夢の実現のため、教

育を通じて日本語の習得と社会人として通用する即戦力を身に着けたグローバルな人材

の育成』としております、本学の理念に沿った日本語教育カリキュラムを通じて、日本

の国を理解し、日本の文化に惹かれる各国の若者に、一人ひとりの夢や目標が実現でき

るようにサポートします。  

   1-2 本学の教育目標                              

『人生の進路を切り拓く力を持つ人材の育成』 

『日本語教育に併せ、日本の文化や歴史、伝統や国民性など、日本の本質を理解する』 

『国際的文化交流の発展に寄与できる人材になる』 

   点検・評価項目    確認・評価 

理念、教育目標が社会のニーズに合致しているか Ａ 

学生のニーズを踏まえた学校の発展を構想しているか     Ａ 

理念・目標などが教職員、学生に周知されているか    Ａ 

 

（２）学校運営         

 

       点検・評価項目    確認・評価 

日本語教育機関の告示基準に適合している。      Ａ 

目的に沿った運営方針が策定されているか、教職員に周知され

ているか 

    Ａ 



運営組織や規則などにおいて明確化されているか、有効に機能

しているか 

     Ａ 

雇用、人事、職場環境は整備されているか      Ａ 

データ管理システムは構築しているか      Ａ 

危機管理、個人情報管理体制は整備されているか      Ａ 

入学者の募集、選考、宣伝を行う際、入学志願者の理解できる

言語で行っているか 

     Ａ 

           

（３） 教育活動 

  

       点検・評価項目    確認・評価 

理念・教育目標に合致したコースを設定し、カリキュラムを体系的に編成し

ている。 

     Ａ 

授業開始前までに学習者の日本語能力を試験等で判定し、適切なクラス編

成を行っている。 

     Ａ 

教員の能力、経験等を勘案し、適切な教員配置をしている。      Ａ 

授業記録簿等を備え、実施した授業を正確に記録している。      Ａ 

理解度、到達度の測定と評価を実施期間中に適切に行い、その結果を的確に

学生に伝えている。 

     Ａ 

授業評価を含む教育活動の評価を定期的に行っている。      Ａ 

          

 

 

 

 

（４）学習成果 

  

       点検・評価項目    確認・評価 

入学者の学習成果は学期ごとに確認しているか      Ａ 

日本語能力試験、日本留学試験の受験率向上、結果の分析を行っているか      Ａ 

進路決定率の向上が図られているか      Ａ 

授業記録簿等を備え、実施した授業を正確に記録している。      Ａ 

卒業生・在校生の社会的な活躍状況及び評価を把握しているか      Ａ 

 

 

 

 



（５）学生支援 

  

       点検・評価項目    確認・評価 

日本社会を理解し、適応するための取組みを行っているか      Ａ 

進路に関する支援体制は整備されているか      Ａ 

学生相談に関する体制は整備されているか      Ａ 

入管法上の留意点について学生への伝達、指導等を定期的に行っているか      Ａ 

学生の健康管理、生活管理を担う組織体制はあるか、機能をしているか      Ａ 

学生の事故対応、保護者への連絡体制は整備されているか      Ａ 

           

 

（６）学生募集・受入 

       点検・評価項目    確認・評価 

教育内容を含む最新、かつ、正確な学校情報を開示しているか、これらは想

定する入学志願者の理解できる言語で行っている 

     Ａ 

海外の募集代理人（エージェント等）の行う募集活動が適切に行われている

ことを把握しているか 

     Ａ 

入学者の選考に関し、学習能力、勉学意欲、経費支弁能力、日本語能力等に

ついて根拠資料で確認する等、適切な方法により確認しているか 

     Ａ 

入学者の選考に当たっては、学校関係者(職員等)が面接等を行うよう努めて

いるか 

     Ａ 

学納金は妥当なものとなっているか、入学希望者に説明しているか      Ａ 

 

 

（７）教育環境 

       点検・評価項目    確認・評価 

視聴覚教材や ITを利用した授業が可能な設備や教育用機器を整備している

か 

     Ａ 

教室内は十分な照度があり換気がなされていると共に、冷暖房設備を整備

されているか 

     Ａ 

教員及び職員の執務に必要なスペースを確保しているか      Ａ 

授業時間外に自習できる場所を確保しているか      Ａ 

法令上必要な設備等を備えているか      Ａ 

 

 

 

           



（８）財務 

         

       点検・評価項目    確認・評価 

予算・収支計画の有効性及び妥当性を保っているか      Ｂ 

中長期的に財務基盤は安定しているか      Ｂ 

財務会計・監査は適正に行われているか      Ａ 

          

       

          

（９）社会貢献・地域貢献 

       点検・評価項目    確認・評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか      Ｃ 

学生のボランティア活動を奨励・支援しているか      Ｂ 

地域や関連行政との交流や情報交換を行っているか      Ｂ 

 

 

（１０）法令遵守 

       点検・評価項目    確認・評価 

法令遵守に関する担当者を定めているか      Ａ 

自己点検・評価の実施と問題点の改善に取り込んでいるか      Ａ 

個人情報保護のための対策をとっているか      Ａ 

入国管理局及び関係官庁等への届出、報告を遅滞なく行っているか      Ａ 

 

 

 

                   ＜総 評＞ 

２０２０年初頭からの世界的規模でのコロナ感染の継続により、留学生の入国停止措置が実施

されたため、留学生の入国がほとんどできない状況であった。ただし、一時的に入国可能な時期

があったため、少人数ではあるが入学者がおり、継続的に授業を実施することができた。しかし、

登校による対面授業のみの授業体制では感染リスク大きいため、それらを考慮し、Zoom による

リモート授業も行った。コロナ感染が終息しない状況下での授業実施を考慮すれば、対面授業と

リモート授業の効率的な活用も今後必須になってくる。また授業アンケートを実施するなど、教

育の充実や質の向上を目指している。 

コロナ感染の問題は日本語学校において、財政上の大きな不安要因になるため、一刻も早い感

染終息を望むとともに、コロナ感染禍の日本語学校の運営につながる問題と言える。また、教育

の継続のため、教育環境の整備・対応において、手指の消毒や検温など学生及び教職員の衛生管

理の継続が必要であり、これについても日本語学校の経済的・人的負担となっている。 



現状、ウイークポイントとなっている社会貢献・地域貢献については、コロナ感染が終息しな

い状況下では残念ながら、大きな動きはできない。ただ、学生に対して自分たちができる社会貢

献や地域貢献について考えてもらう機会にはなった。これからは既存の概念にとらわれない新し

い発想の社会貢献・地域貢献が必要になるのではないか、今後も意識付けをしていきたい。 

次年度以降、世界的にコロナ感染が終息しきれない中、with コロナでの日本語学校の教育的使

命を果たしていきたいと考える。 


